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（3.7kwモータ内蔵型）

BXP-5F
取扱説明書

この「取扱説明書」をお読みください。

当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず

このたびは、お買い上げいただき

誠にありがとうございます。



◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明
　 書に従って下さい。 

◎この取扱説明書に従わなかったため、あるいは誤用や無断改造
　 がなされたために怪我を負ったり、損害が発生したとしても、当社
　 及び販売会社は一切その責任を負いません。

１）近年農業機械には新しい材料や加工方法の採用により、さまざまな危険が数多く発生する
　　傾向にあります。
　　この機械の取扱上の危険についても、すべての状況を予測することはできません。
　　そのためこの取扱説明書の記載事項や機械に表示してある注意事項は、すべての危険を
　　想定しているわけではありません。
　　従って機械の操作または日常点検を行う場合は、この取扱説明書の記載及び機械本体に
　　表示されている事項に限らず、安全対策に関しては充分な配慮が必要です。

２）この取扱説明書について質問やより詳しい情報が必要な場合は、当社又は購入店にお問
　　合せ下さい。

３）この取扱説明書において、万一ページの乱丁や落丁などがあった場合は、お取り替えいた
　　しますのでお手数ですが当社又は購入店までご連絡下さい。

◎この機械の操作及び保守・点検を行うときは、必ずこの取扱説明
　 書の指示・警告に従って下さい。
　 もし疑問点又は不明な点がございましたら、当社又は購入店にお
　 問合せて回答を得るまで作業を進めないで下さい。

重要なお知らせ

警　告

警　告



1-1　警告用語の種類と意味

◎危険防止のために、本機の危険な箇所には警告ラベルを貼付してあります。
　 この警告ラベルでは危険度の高さ（又は事故の大きさ）に従って、次の３段階に分類して
　 います。

　 以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容（指示）に従って下さい。

切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと

死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

存在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと

死亡もしくは重傷を負う場合に使用されます。

存在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと
中・軽傷を負う場合、機器・機械が損傷する場合又は
原料や製品に不具合が生じる場合に使用されます。

危険防止のために危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが
貼付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行って下さい。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。
また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即座に新し
いラベルと交換し、同位置に貼り付けて下さい。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償となって
おります）

1.危険防止のために

危　険

警　告

注　意

警　告
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1-2　本機の使用にあたっての諸注意

警　告

1.危険防止のために

警　告

警　告

警　告

警　告

警　告

警　告

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから取
扱説明書に従って作業を行ってください。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあります。

本機を設置する際は、準備作業を必ず取扱説明書通りに実施し、本機
の周りには決して過熱性の物・電気的な高容量物コンプレッサー等のノ
イズ発生物などの危険な物は置かないようにしてください。
本機に悪影響を与え、安全上支障をきたすことがあります。

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが貼
付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行ってください。
守らずに作業をしますとケガをする場合があります。
また、各ラベルが剥がれたり、読みづらくなった場合は、即座に新しいラ
ベルと交換し同位置に貼り付けてください。
新しいラベルは当社にて準備しております。（ラベルは有償となっており
ます）

当社に無断で本機を改造したり、取り付けられているものを外したり加
工をほどこし、本機と関係のない物を取り付けたりは、絶対にしないでく
ださい。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあります。

使用頻度に合わせて本機の点検・清掃は必ず実施してください。
本機の性能を充分発揮出来ず、安全上支障をきたすことがあります。
また、点検・清掃を行う場合は必ず元電源を切ってから作業してくださ
い。
守らずに作業しますとケガをする場合があります。

本機を使用する場合の電気工事に関しては、電気工事有資格者又は
電気工事資格店にて本機の取扱説明書内に記載されている基準を十
分満たす工事を実施すること。
自分で勝手に工事はなさらないでください。
本機に悪影響を与え安全上支障をきたすことがあります。
また、既存の動力配線をお使いになる場合は本機の基準に適応してい
ることを確認後、本機を使用してください。

本機の御使用後、及び保管の際には必ず、電源プラグをコンセントから
抜いてください。
感電・漏電・火災の原因となります。
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※上記以外の注意点及び詳細は各作業内容に合わせて記載してあります。よく熟読され、
　　必ず守って下さい。

本機を水につけたり、水のかかる場所や火気の近くでは使用しないでく
ださい。
ショート・感電・漏電・火災の原因となります。

電源プラグを抜く場合は、電源コードを持たずに必ず電源プラグを持っ
て引き抜いてください。
感電や発火する場合があります。

改造はしないで下さい。また、修理技術者以外の人は分解や修理をしな
いでください。
火災・感電・ケガの原因となります。

電源プラグの刃（プラグ先端）及び刃の取り付け面にほこりが付着して
いる場合は、よく拭き、ほこりを取り除いてください。
火災の原因となります。

警　告

1.危険防止のために

警　告

警　告

警　告

警　告

指定の電源以外では使用しないでください。
火災・感電の原因となります。

電源コードを傷つけないでください。
無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、高温部に近づ
けたり、重たいものを載せたり、挟みこんだり、加工した場合は、電源
コードが破損し、火災・感電の原因となります。

電源プラグはコンセントの奥までしっかり差し込んでください。
感電・ショート・発煙・発火の原因となります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるい場
合は本機を使用しないでください。
感電・ショート・発火の原因となります。

警　告

警　告

警　告
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1-3　警告ラベル・注意ラベルの貼り位置と説明（1）

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが添
付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行って下さい。守らずに作
業をしますとケガをする場合があります。
又、各ラベルがはがれたり、読みづらくなった場合は即座に新しいラベ
ルと交換し、同位置に貼り付けて下さい。新しいラベルは当社にて準備
しております。

1.危険防止のため

警告

精米タンク米落ち口に精米ロー
ルが設置されています。
運転中に接触いたしますとケガ
をします。
精米タンク内清掃など、なんら
かの理由で手を入れる場合は
運転を停止し、電源プラグを抜
いて行って下さい。

運転中は絶対に米排出口の万
石カバー下方より手を絶対に入
れないで下さい。
指先に精米ロールの先端が接
触しケガをする場合があります。
点検・清掃などを行う際は、必
ず運転を停止し電源プラグを抜
いて下さい。

前後扉及びカバー等を開けると
本機動作部・伝動部があり、こ
れらを手で直接触れることが出
来ます。

運転中にこれらに接触しますと

ケガをしますので、扉を開く場合

は必ず電源プラグを抜いて下さ

い。

運転前には取扱説明書を熟読
し、本機の性能を充分に理解
してから運転して下さい。

本機の性能を充分に発揮でき

ず、安全上支障をきたすことが

あります。

運転中及び運転直後はモータ

は発熱し熱くなっており、やけど

をすることがあります。
点検等を行なう場合は電源プラ
グを抜き、十分な時間をおいて
モータが冷めた状態で行なって
下さい。

注文コード
260-434-11

注文コード
260-408-11

注文コード
260-411-11

注文コード
260-407-11

注文コード
260-433-11
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1-4　警告ラベル・注意ラベルの貼り位置と説明（2）

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが添
付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行って下さい。守らずに作
業をしますとケガをする場合があります。
又、各ラベルがはがれたり、読みづらくなった場合は即座に新しいラベ
ルと交換し、同位置に貼り付けて下さい。新しいラベルは当社にて準備
しております。

1.危険防止のため

警告

ラベルの貼ってある扉・カバーを
開けると伝動部があります。
これらを手で直接触れることが
出来ます。
運転中にこれらに接触しますと
ケガをしますので扉・カバーを開
く場合は必ず電源プラグを抜い
て下さい。

注文コード：260-400-11
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1-5　警告ラベル・注意ラベルの貼り位置と説明（3）

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが添
付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行って下さい。守らずに作
業をしますとケガをする場合があります。
又、各ラベルがはがれたり、読みづらくなった場合は即座に新しいラベ
ルと交換し、同位置に貼り付けて下さい。新しいラベルは当社にて準備
しております。

1.危険防止のため

警告

電装ボックス内には電装品が
収納されております。
運転する場合は必ず電装ボッ
クスのフタを閉めて下さい。
又、点検・修理などで電装ボッ
クスを開ける場合は必ず電源
プラグを抜いて下さい。

昇降機ホッパーフタを開けると
石抜金網の先端に直接触れるこ
とが出来ます。
運転中にこれらに接触しますと
ケガをしますので開く場合は必
ず電源プラグを抜いて下さい。

張込タンクを開けると内部に石
抜装置があります。
運転中にこの装置に接触すると
ケガをします。
運転中には張込タンクは絶対に
開けないで下さい。

張込タンクを開けた時に手をタ

ンクの下に絶対置かないで下さ

い。
なんらかの原因でタンクが閉
まった場合、手を潰す危険性が
あります。

運転中に手を入れられるとバ
ケットに巻き込まれケガをします。
点検カバーを開ける場合は必ず
電源プラグを抜いて下さい。

注文コード：260-430-11

注文コード：260-432-11

注文コード：260-413-11

注文コード：260-431-11注文コード：260-412-11
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1-6　警告ラベル・注意ラベルの貼り位置と説明（4）

危険防止のために、危険な箇所には危険・警告・注意の各ラベルが添
付してあります。
このラベルの注意書きを必ず守って作業を行って下さい。守らずに作
業をしますとケガをする場合があります。
又、各ラベルがはがれたり、読みづらくなった場合は即座に新しいラベ
ルと交換し、同位置に貼り付けて下さい。新しいラベルは当社にて準備
しております。

警告

1.危険防止のため

運転中にファンに接触しますと
ケガをします。
運転する場合は必ずフタを閉め
て行って下さい。又、点検・清
掃・修理などで開ける場合は必
ず電源プラグを抜いて下さい。

注文コード：260-409-11
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2-1　本機の構成名称

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能及び装置を
充分理解したうえでお取り扱い下さい。

2.ご使用になるまえに

注意

前扉

米排出口

袋止金具

昇降機

張込タンクフタ

張込タンク

石排出シャッター

石受箱

昇降機ホッパ電装ボックスフタ

石抜点検窓

前台

精米シャッター

抵抗調節ハンドル

停止ボタン（赤）

運転ボタン（緑）

異常ランプ

残米排出ボタン（黒）

抵抗メーター

張込シャッター

自動停止入/切
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2-1　本機の構成名称

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能及び装置を
充分理解したうえでお取り扱い下さい。

2.ご使用になるまえに

注意

昇降機排出口

サイクロン上部

サイクロン支柱

サイクロンホース

圧送ファン吸気口

吹出筒

右側板点検扉

精米タンク扉

後扉

サイクロン排出口

サイクロン下部

サイクロンフタ
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2-2　精米装置の構成

ご使用の前には必ず取扱説明書を熟読され、本機の性能及び装置を
充分理解したうえでお取り扱い下さい。

12 吸引シュート点検扉

品番 名　　　称

10 ロールパッキン

18

φ100ホースバンド

3 除糠金網（2枚セット） 16 糠吸引ホース(Φ100×Ｌ450）

2 金網枠（左右組）

（精米）ロール 20

吸引シュート1 精米排出樋（万石セット）

ユリヤネジ（M5×10　No.3）

8 円筒

注意

4 主抵抗支杆 17 ロール押え

2.ご使用になるまえに

15

21 六角ボルト（M6×12）

9 パッキン押え

ロール止めネジ（六角穴付きボルトM8×25）

6 ハンドル 19 排出板止めボルト

14

品番 名　　　称

5 排出板カバー

本体前部

13 本体（後）

7

11

6

8

5

4

3

20

10

11

16

17

12

15

18

19

9

7

1 2 21

13

14
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2-3　本機の設置に関して

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
本機の性能を充分発揮出来ず安全上支障をきたすことがあります。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

本機を設置する際は、準備作業を必ず取扱説明書通りに実施し、本機
本機の周りには決して過熱性の物・電気的な高容量物コンプレッサー
等のノイズ発生物などの危険な物は置かないようにして下さい。
又、設置する場所は板の間などの地盤が弱い所は絶対に避けて下さい
本機に悪影響を与え、安全上支障をきたすことがあります。

◎下記の手順にて調整して下さい。

調整が終わりましたら本機をゆさぶり
ガタツキがないことを確認してください。

1）　本機を所定の位置まで移動します。

2）　右下図に示すようにキャスターの
　　 アジャスタトボルトをスパナで時計
　　 方向に廻して下さい。

 

警　告

2.ご使用になるまえに

注意

（注意 ①）

アジャストボルトで本機を固定する

時は、キャスターを地面より浮かさな

いようにして下さい。

（注意 ②）

設置が完了しましたら、水平器を石
抜ホッパの上に置き水平である事を
確認して下さい。

水平が出ていないと石抜精度が低

下します。

水平器
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2-4　サイクロンの取り付け方

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

1）　精米機右側板に長穴があります。
　　 この長穴に付属の吹出筒を差し入れ、精米機内の吸引ファンの吐出口にはめ込みます。

2）　吹出筒の上部にサイクロンホース（φ75）をはめ込み、ホースバンドで固定します。

3）　精米機右側板に取り付けられている六角ボルト（M6×40）2本を外します。
　　 サイクロン支柱をその外した六角ボルトにて固定します。

4）　サイクロン支柱とサイクロンを付属の六角ボルト（M6×40）2本で固定します。

5）　サイクロンにサイクロンホースをはめ込み、ホースバンドで固定します。

6）　サイクロンの取付が完了しましたら、付属の糠袋をサイクロンの下に取り付けて下さい。

【 注意 】 サイクロン組品は糠を直接米袋に受けられるように排出口がセットされています。
糠の質によってはサイクロンが詰まってしまう場合があります。
原則として付属の糠袋にて糠を受けるようにして下さい。
付属の糠袋をセットされる場合は、排出口を取り外して下さい。

2.ご使用になるまえに

注意

吹出筒

六角ボルト（M6×40）

サイクロン支柱

サイクロン上部

サイクロン排出口

サイクロンフタ

サイクロン下部
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2-5　籾・玄米の切り換え（1）

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎　フロートフィルター（籾殻・ワラクズ吸引装置）の取扱いについて

本機には籾精白時に籾殻・ワラクズ等をきれいに除去
するためのフロートフィルター（籾殻・ワラクズ等吸引）
装置が設けられております。

玄米精白の場合　：　調整ダンパーを手前一杯に
　　　　　　　　　　　　　引いた状態にしてユリヤネジ
　　　　　　　　　　　　　にて固定して下さい。
　　　　　　　　　　　　　（工場出荷時はこの状態です）

　　籾精白の場合　　　：　調整ダンパーを押し入れて
　　　　　　　　　　　　　　　　お米が吸われない場所にて
　　　　　　　　　　　　　　　　固定して下さい。

2.ご使用になるまえに

注意

フロートフィルター装置調整ダンパー

ユリヤネジ（M5×10）
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2-6　籾・玄米の切り換え（2）

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎　石抜機シャッターの調整に関して

　　 石抜機張込シャッターの開度は、玄米と籾では
　　 異なります。
　　 開度を制限しているのはシャッター軸にセットさ
　　 れているRピン（スナップピン）です。
　　 工場出荷時は玄米に調節されており、Rピン（ス
　　 ナップピン）はシャッター軸の３個の穴の内、
　　 シャッターツマミ側の穴にセットされています。
　　 籾で精米される場合は、Rピン（スナップピン）を
　　 シャッター板側の穴にセットし直して下さい。

2.ご使用になるまえに

注意

玄米精米位置 籾精米位置穴
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2-7　機械的及び、電気的仕様の確認

本機を使用する場合の電気工事に関しては、電気工事資格者又は電
気工事資格店にて配線を電気設備技術基準、内線規定及び電力会社
の規定に従って下さい。
又、本機の取扱説明書内に記載されている基準を十分満たす工事を
実施して下さい。自分で勝手に工事はなさらないで下さい。本機に悪影
響を与え、安全上支障をきたすことがあります。
又、既存の動力配線をお使いになる場合は、本機の基準に適応してい
る事を確認後、本機を使用して下さい。

注意　1）　使用電源が上記に示す電気的な仕様を十分満足しているか確認して下さい。
　　　　2）　安全のために必ずアース（接地工事をして）をとって下さい。

仕　　　　　　　　　　様　　　（　BXP-５F型　）

玄米　２７０～３００ｋｇ/ｈ

三相２００V

２９０ｋｇ

圧送ターボファン

吸引ファン

ＦＦ装置付

３０A以上

過負荷保護ブレーカー内蔵（手動復帰型）

３．７ｋｗ

０．１ｋｗ

０．０９ｋｗ

０．２ｋｗ

電　　源

ヒューズ/ブレーカ容量

安全装置

吸引ファンモータ

昇降機モータ

幅１３９５×奥行１０３８×高さ１７５０mm

玄米　３０ｋｇ/籾　２０ｋｇ

６５６mm

８１２mm

本機重量

除糠装置

５７０mm

精米機モータ

警告

2.ご使用になるまえに

毎時能力

外形寸法

張込タンク容量

白米排出高さ

張込タンク高さ

前台高さ

石抜機モータ
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2-8　電気工事に関する注意事項

修理及び点検作業を行う場合は必ず元電源を切ってから実施して下さ
い。
感電等、安全上支障をきたすことがあります。

BXP-5型に関する電源仕様及び電源に関する注意事項を下記に示します。

（注意）

お客様での三相200V電源には、右配線図に示すような
進相コンデンサが取り付けられている場合があります。

これは、電気料金の低減が目的でありますが、お客様で
ヒューズ式開閉器をご使用になっていて、何らかの原因
でヒューズが切れた場合、切れた線上には進相コンデン
サの影響により100Vが供給されます。

この100Vにより精米機に設置した電磁開閉器がチャタリ
ング現象を起こし、破損する恐れがあります。

安全のため、ヒューズ式開閉器はご使用にならず、
ノーヒューズブレーカをご使用下さい。

（注意）　運転中に停電になったとき

1）　電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて下さい。

2）　精米機の玄米供給シャッターを閉め、精白度調節ハン
　　 ドルを「0」の位置にして下さい。

3）　停電の回復後、次に再始動（運転再開）時、始動が困
　　 難な場合はスイッチを切り、プラグをコンセントから抜
　　 いて、ベルトカバーを外し、主プーリーを持って左右に
　　 動かして、精米ロール内に膠着した米粒をほぐしてから
　　 再運転して下さい。

４．０９ｋｗ

ヒューズ/ブレーカ容量

３０A以上

モータ全容量

2.ご使用になるまえに

警告

BXP-５F
型

三相２００V

型　式 電　源

三相200V
ヒューズ式
開閉器

ヒューズ

進相コンデンサ

押しボタン

電磁開閉器

モータ
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2-9　電源の接続に関して

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎　石抜機左側面の電装ボックスより電源コード
　　 （プラグ付）が出ています。
　　 電源プラグをコンセントに差し込んで下さい。
　　 

　

2-10　回転方向の確認に関して

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎　精米機背面より精米機プーリが時計方向に回転する
　　 ことを確認して下さい。
　　 回転方向が違う場合は配線を直して下さい。

注意

注意

2.ご使用になるまえに

電源プラグキャプタイヤコード

モータープーリ

精米機主プーリ

精米機Vベルト
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2-11　配線図

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

2.ご使用になるまえに

注意
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2-12　電装部品の名称

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎電装ボックス

満量リレー

起動リレー

インターロックリレー

⑪

⑫

DC２４V　電源

起動タイマ

残米タイマ

満量タイマ

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

電磁開閉器（精米機）

電磁開閉器（石抜機）

サーマルリレー（昇降機）

電磁開閉器（吸引ファン）

②

⑨

⑩

① 残米リレー

注意

2.ご使用になるまえに

6 7 8

5

4

32

1

121110

9
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3-1　各操作部の説明

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

本機が運転を開始します

④ 停止ボタン（赤） 本機が運転を停止します（運転・残米排出運転ともに停止します）

Ｎｏ． 名　　　　称 用途及び説明

① 抵抗メーター 精米時に針がグリーンゾーンを超えないようにして下さい

⑨ 石排出シャッター 石を排出する時引いて下さい

⑩ 石受箱 石排出シャッターより排出された石/玄米を受ける箱です

⑦ 抵抗調節ハンドル お米の白さを調節します（精米開始時は必ず”0”位置にして下さい）

⑧ 張込シャッター 石抜/精米を始める時引いて下さい（運転をしない時は必ず閉めて下さい）

⑤ 残米排出ボタン（黒） 吸引ファンのみ運転せず、その他の機器は運転します

⑥ 精米シャッター 精米を始める時に引いて下さい（運転をしない時は必ず閉めて下さい）

3.精米の仕方

注意

② 異常ランプ 本機が過負荷状態になった時点灯し、機械が停止します

③ 運転ボタン（緑）

6

3 21

5

4

8

10

9
7
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3-2　運転方法

◎下記に運転手順を説明します。

3.精米の仕方

張込シャッター

張込タンク

石排出シャッター

抵抗メーター

異常ランプ

残米排出ボタン
抵抗調節ハンドル

精米シャッター

運転ボタン

停止ボタン

残米排出位置

米排出口

１）張込シャッター・精米シャッター・石排出シャッターが閉まっていることを確認して
下さい。

２）張込タンクにお米を張り込んで下さい。
３）運転ボタンを押して精米機を運転させてください。
４）米排出口を中開き状態にして下さい。（戻し万石の説明 Ｐ２２参照）
５）張込シャッターを開いて下さい。
６）精米タンク扉から精米タンク内にある程度お米が溜まったのを確認してから精米

シャッターを開いて下さい。（精米途中に精米シャッターを閉める場合は、必ず張込
シャッターを閉じてから精米シャッターを閉じて下さい。途中停止すると昇降機が詰
まる場合があります。昇降機内に玄米がない状態で停止して下さい。）

７）抵抗調節ハンドルを回して白度を調節し、お好みの白さになったら米排出口を全開
にし白米を外部に排出して下さい。

８）精米が終わりましたら自動停止（入）の場合は機械が自動停止します。（自動停止に
ついて Ｐ２７参照）
機械を途中で停止または自動停止（切）の場合は、停止ボタンにて停止させて下さ
い。

９）運転ボタンまたは残米排出ボタンにて機械を起動させ、石抜機の石排出を行なって
下さい。（石の取り出し方 Ｐ２６参照）

１０）精米機内部にまだ玄米・半搗米状態のお米がありますので、白米（１．５～３kg程度）
を精米タンク扉より投入し、再度運転ボタンにて運転してすべてのお米を白米に仕上
て下さい。

（注意）先に石抜機金網上の石及び玄米を全て排出して下さい。
全て排出されていませんと残米排出時に石抜金網より玄米が混入すること
があります。

１１）抵抗調節ハンドルを残米排出位置に回し、残米排出ボタンを押して残米排出をして
下さい。（残米排出の説明 Ｐ２３参照）

１２）精米シャッター・張込シャッターを閉めて下さい。

精米タンク扉
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3-3　戻し万石

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎戻し万石装置の特長と使用方法

　（中開き状態） 　（全開状態）

注意

3.精米の仕方

排出板

戻しシュート

精米タンク

昇降機

昇降機排出口

精米シャッター

米排出口

万石

（特長）
戻し万石とは、精米開始時に排出さ
れる玄米に近い状態の米又は、ま
だ好みの白度になっていない米を上
図に示す米排出口の開度調節に
よって精米機内の戻しシュートを使
用し昇降機に戻し、再度精米タンク
内へ戻す装置です。

（使用方法）
１）精米機を運転ボタンより起動します。

２）米排出口（全閉状態）を中開き状態にします。

３）精米タンクにある程度米が溜まりましたら、精
米シャッターを開きます。

４）万石から排出される米を目で見ながら抵抗調
節ハンドルを回し、白度を調節します。

５）お好みの白度になりましたら、米排出口を全開
状態にして外部へ米を排出します。
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3-4　残米排出方法

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎残米排出方法

3.精米の仕方

注意

残米排出ボタン（黒）

残米排出位置

（残米排出手順）

１米排出口に米を受ける容器・袋などをセットし、米排出口を開く。

２）抵抗調節ハンドルを残米排出位置にする。
（多少お米が出てきます）

３）残米排出ボタンを押し、残米排出を開始する。（吸引ファン以外運転開始）
残米排出運転時間は起動タイマ設定時間運転し、自動停止します。
１回では排出しきれない場合がございますので、排出が完了するまで数回行って
下さい。

（注意）

・精米を行なって自動停止及び停止させた状態では、精米機内には玄米・白米・半搗
米が混ざり合った状態です。残米排出を行なう場合は白米とは別の容器にて受け
て下さい。

・すべて白米で排出したい場合は、精米タンク内に残り１．５～３kg程度になったら米
排出口を中開き状態にして白米を精米タンクへ戻し、精米機内の米がすべて白米
になったら米排出口を開き外へ排出して下さい。また精米が終了してしまっている
場合は、精米タンク扉より白米を１．５～３kg程度投入して再度精米を行なって下さ
い。その後残米排出を行なって下さい。

・残米排出後に再度精米される場合は、残米排出を完了又は停止したのちに運転ボ
タンを押して運転して下さい。
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3-5　玄米排出方法

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎玄米排出方法

残米排出位置に抵抗調節ハンドルの位置を合わせ、運転ボタンにて運転すると精米しな
いで玄米のみ排出されます。
お米に対する嗜好の広がりから玄米に付着・混入した粉塵の除去ができ、より良い玄米を
得る事が出来ます。
玄米を健康のためお召し上がりの方には石抜きをし、粉塵を除去した玄米は安心して食せ
ます。

（注意）
　
　　玄米排出時お米の品種や状態によって自動停止が作動する場合があります。
　　お米を精米タンクに貯めてから作業を行なって下さい。

また、頻繁に自動停止が働く場合は自動停止（切）にてご使用下さい。
（石抜機能率より玄米能率が勝る場合があるため）

※無段階抵抗カム

　　精米白度調整に無段抵抗カムを採用し、３ぶ搗きから精白米まで、お客様の嗜好にそった
　　精米が出来るよう新しい抵抗カムが採用されておりますので、胚芽米や発芽米まで幅広く
　　精米することが出来ます。

　　◎発芽米は胚芽米を炊飯前３０～４０分程度水に浸してから、炊飯して下さい。

3.精米の仕方

注意

-　24　-



3-6　異常ランプが点灯した時のリセット方法

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎　白度の上げ過ぎ・精米機内への異物混入・精
　　 米機Vベルトのゆるみなどにより、本機が過負
　　 荷状態となった時異常ランプが点灯します。

　　 すみやかに原因を取り除き下記の手順にてリ
　　 セットして下さい。

　（手順）

　　　1）　電源プラグを抜く。

　　　2）　過負荷異常になった原因を取り除く。

　　　3）　電装ボックスフタを外す。

　　　4）　電磁開閉器のサーマルリレーリセット
　　　　　 ボタンを押す。

　　　5）　電装ボックスフタを閉める。

　　　6）　電源プラグを差込み異常ランプが
　　　　　 消灯しているのを確認する。

サーマルリレー設定値（工場出荷時）

精米機　：　１５Ａ

石抜機　：　１Ａ

昇降機　：　０．６５Ａ

吸引ファン　：　１Ａ

（電装ボックス内部）

3.精米の仕方

注意

サーマルリレーリセットボタン

精米機

吸引ファン

昇降機

石抜機

異常ランプ

電装ボックスフタ

電源プラグ
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3-7　石の取り出し方

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

（石抜機金網部）

◎　石は石抜金網の三角部に集まります。
　　 石は運転中でないと取り出せませんので、運転ボタン又は残米排出ボタンにて機械を作
　　 動させて下さい。

（手順）

1）　運転ボタン又は残米排出ボタンにて機械を作動させる。

2）　石排出シャッターを引き開にする。（石と金網に残っている米が排出される）

3）　石排出シャッターを閉める。

（注意）

　 機械動作中に石排出シャッターを引くと石受箱内に石抜金網部に溜まった石と金網上
部に残っている残米が一緒に排出されます。
石が最初に多少お米と混ざった状態で排出されます。
一度で排出せず何度かに小分けで排出されますと混入量が減り、より分けが楽になり
ます。

3.精米の仕方

注意

石排出シャッター

石受箱

金網三角部
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3-8　自動停止について

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎本機は米が無くなるか、又は精米シャッター
　 を閉めると数秒後に自動停止します。
　 自動停止するまでの時間は、電装ボックス
　 内にある残米タイマで設定します。
　 但し米の品種・性状により調整が必要です。

◎起動タイマは米の有無に関わらず機械を
　 作動させる時間を設定します。
　 残米センサがONするまである程度の時間
　 が掛かり自動停止が誤動作するのを防ぐ
　 ためです。
　 運転ボタンを押してからタイマ設定時間内
　 に精米を開始して下さい。
　 起動タイマ設定時間を越えても残米センサ
　 が感知しなければ、自動停止します。

◎石抜作業やメンテナンスのため、本機を自
　 動停止させたくない場合は、前台下の自動
　 （入）/（切）切替スイッチを（切）にして下さい。
　 自動停止（切）にした場合は、停止ボタンに
　 て本機を停止させて下さい。
　 工場出荷時は自動停止（入）に設定してあり
　 ます。

◎工場出荷時　タイマ設定値
残米タイマ １５秒
起動タイマ ４５秒

（電装ボックス内）

3.精米の仕方

注意

起動タイマ 残米タイマ 満量タイマ

残米センサ

精米機本体

前台

自動停止（入）/（切）
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3-9　満量センサについて

作業を行う前には必ず取扱説明書を熟読され、本機を把握してから、
取扱説明書に従って、作業を行って下さい。
作業する際には身の回りに充分気を配り、ケガをしないように注意して
下さい。

◎

（注意）

（電装ボックス内）
◎

3.精米の仕方

注意

起動タイマ 残米タイマ 満量タイマ

満量センサ

本機は精米タンク内が一杯になりますと石抜機
を停止させ張込を止め、ある一定時間後に石抜
機が起動し張込を行ないます。
石抜機停止時間は電装ボックス内にある満量タ
イマにて設定します。

満量タイマの設定時間を長くし過ぎますと精米タ
ンク内が空になり、残米センサが働き自動停止し
てしまう場合があります。
また、逆に短すぎますと石抜機の停止する回数
が多くなり、石抜精度が低下する恐れがあります。
精米タンク内に残り３kg程度になった頃、石抜機
が再起動するように設定して下さい。

工場出荷時 タイマ設定値

満量タイマ ２分
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4-1　白度の調整

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎米の白度の調整は精米機操作部のハンドルにて行いますが、このハンドルの調節だけの
　 白度では充分に満足いただけない場合は、下記の方法にて白度の調節をして下さい。
　 但し、白度をあまり上げ過ぎますと精米機が過負荷状態となりますので充分に注意して下
　 さい。

1）米排出口及び精米シャッターを閉める。

2）前扉を開ける。

3）抵抗調節ハンドルを引き抜く。

4）主抵抗支杆部が見えます。
　　　 主抵抗支杆の上方に白度調節座金と白度調節ボルトがあります。

白度調節ボルトを外し白度調節座金を希望の白度になる枚数分外します。
白度調整座金は工場出荷時で、３枚セットされています。

5）調節が終わりましたら元通りに戻して下さい。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

白度調節ボルト

白度調節座金

抵抗調節ハンドル

主抵抗支杆
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4-2　金網の掃除及び交換

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順で掃除及び交換を行って下さい。
　 掃除する場合は、本機に付属してある金物ブラシをご使用下さい。

1）米排出口と精米シャッターを閉める。

2）前扉を開ける。

3）排出板が見えます。
排出板の左右上下の排出板取付ボルト４本を外します。

4）排出板を手前に引いて取り出します。（排出板と金網枠がセットされた状態で外れます）

5）添付してある金物ブラシで金網の目を掃除して下さい。

（交換する場合）

6）取り出した排出板の左右中央の金網枠取付ボルト２本外します。（排出板・金網枠分離）

7）金網枠の金網セットボルト（上下計８本）をゆるめます。

8）金網セットボルトをゆるめると中の除糠網を取りは出せます。

9）交換して元通りにして下さい。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

金網枠取付ボルト

金網枠セット

除糠網

金網セットボルト排出板

排出板取付ボルト
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4-3　精米ロールの掃除

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順で掃除を行って下さい。

1）排出板セットを外します。（金網の清掃及び交換方法参照）

2）排出板セットを外しますと中に精米ロールが見えます。
ロールの先端にあるロール止めネジを外します。（付属のM8六角レンチを使用）

3）精米ロールを手前に引き出して下さい。

4）取り出した精米ロールを清掃して下さい。
特に螺旋部を掃除して下さい。（螺旋部に糠が付着しますと精米機の能率が低下します）

5）吸引シュートのバックルを外し、吸引シュート内及び精米本体前部を清掃して下さい。

6）精米本体にある円筒の内部も清掃して下さい。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

精米本体後部

精米本体前部

吸引シュート

円筒

精米ロール

ロール止めネジ

排出板セット
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4-4　主抵抗支杆及び主抵抗板の清掃

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順で掃除を行って下さい。

1）米排出口と精米シャッターを閉めて下さい。

2）抵抗調節ハンドルを”抵抗０”にします。

3）抵抗調節ハンドルを引き抜いて下さい。

4）プラポイントネジを外し、排出板カバーを取り外して下さい。

5）主抵抗支杆に挿入されている抵抗支杆軸の片方のＲピンを抜き、抵抗支杆軸を引き抜い
　 て下さい。主抵抗支杆が外れます。米排出穴周りを清掃して下さい。

6）主抵抗支杆の下方に円盤状の主抵抗板があります。この主抵抗板の周りを清掃して軽く
　 回ることを確認して下さい。

7）元通りに戻して下さい。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

プラポイントネジ

抵抗調節ハンドル

排出板カバー

主抵抗板

排出板

Rピン

抵抗支杆軸

米排出穴

主抵抗支杆
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4-5　吸引ファン及びサイクロンの掃除

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順で掃除を行って下さい。

（吸引ファンの清掃）

1）前扉を開けますと下方に吸引ファンがあります。バックル（３個）外し、ケーシングフタ取手
　 を持って引き出して下さい。（ファン・モータ・ケーシングフタが一緒に外れます）

2）ケーシング内及びファン羽根部・吸引口・吐出口を清掃して下さい。

3）吹出筒を引き抜き、内部を清掃して下さい。

4）元通りに戻して下さい。
　　　（ケーシングとケーシングフタがずれないように取り付けて下さい）

（サイクロンの清掃）

1）サイクロン下部・サイクロンフタがバックル（それぞれ３個）外し、内部を清掃して下さい。

2）サイクロン上部の内部を清掃して下さい。

3）ホースバンドを緩めてサイクロンホースを外し、ホース内を清掃して下さい。

4）元通りに戻して下さい。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

バックル 吹出筒

ケーシング

ファン

モータ ケーシングフタ

サイクロン下部
サイクロンホース

サイクロン上部

サイクロンフタ

ホースバンド

排出口
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4-6　精米機ベルトの張り方

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順にてベルトを張って下さい。
ベルトの点検は本機の運転前に必ず行なって下さい。

1）右側板点検カバーを外しますと、上図のようになっております。

2）バックル（２個）を外し、後扉を外して下さい。（ベルトが見えます）

3）モータベースセットボルト２箇所緩めます。

4）アジャストナットを時計方向に回してベルトを張っていきます。

5）ベルトを適度に張りましたらモータベースセットボルトを締めます。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

モータベースセットボルト

モータベース

アジャストナット

アジャストボルト

精米モータ

モータベースセットボルト
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4-7　圧送ファンベルトの張り方

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順にてベルトを張って下さい。
ベルトの点検は本機の運転前に必ず行なって下さい。

（精米機） （圧送ファン）
モータプーリ ファンプーリ

50Ｈｚ　：　Φ152 50・60共用　：　Φ65
60Ｈｚ　：　Φ127

Ｖベルト Ｖベルト
50Ｈｚ　：　Ｂ-73（レッド）　2本 50・60共用　：　Ｍ-46（レッド）　1本
60Ｈｚ　：　Ｂ-72（レッド）　2本

1）バックル（２個）外し、後扉を外しますと上図のようになっております。

2）吸気カバーと共に取り付けてあるファンベルト調節ボルト（Ｍ８）を緩めて下さい。

3）吸気カバーを下方向にかるく手で押さえてベルトを張って下さい。
（ファンプーリが下方向へ下がります）

4）ベルトを張り終わりましたらファンベルト調節ボルトをしっかりと締めて下さい。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

圧送Ｖベルト

吸気カバー

モータプーリ

ファンベルト調節ボルト

精米Ｖベルト

ファンプーリ
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4-8　石抜機ベルトの張り方

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順にてベルトを張って下さい。
ベルトの点検は本機の運転前に必ず行なって下さい。

（石抜機モータ部）

1）石抜機側板に点検カバーがあります。

2）プラポイントネジを外し点検カバーを取りますと、上図のようになっております。

3）固定ボルト（２個）を緩めますと石抜モータスライドベースがスライドするようになります。

4）手で下方向へモータを下げてVベルトを張ります。

5）Vベルトを適度に張りましたら固定ボルトをしっかりと締めます。

（石抜機）
モータプーリ

50Ｈｚ　：　Φ49
60Ｈｚ　：　Φ42

Ｖベルト
50・60共用　：　Ｍ-31（レッド）　1本

警告

4.各部の調整・点検・掃除

石抜モータ

石抜モータスライドベース

固定ボルト
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4-9　昇降機平ベルトの張り方

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

◎下記に示す手順にてベルトを張って下さい。
ベルトの点検（破損・片寄り・緩み等の確認）は本機の運転前に必ず行なって下さい。

（昇降機　向かって右）

（昇降機　向かって左）

1）満量センサコネクタ・ユリヤネジ（Ｍ5　2個）を外して、昇降機排出口を取り外して下さい。

2）スライドベース取付ナット（左右共各４個）を緩めるとスライドベースを動かせます。

3）テンションボルト（左右各１個）を回して適度に平ベルトを張って下さい。
（左右を均等に平ベルトの片寄りが無い様にして下さい）

4）ベルトを張りましたらスライドベース取付ナットをしっかりと締めて下さい。

5）電源プラグをコンセントに差し込み、運転ボタンを押して機械を起動させ、昇降機排出口
　側より昇降機平ベルトに蛇行が無いことを確認して下さい。

※注意　機械が運転中は手を入れないで下さい。怪我をします。
6）機械を停止させ、電源プラグを抜いて昇降機排出口・満量センサコネクタを取り付けて下
　さい。

4.各部の調整・点検・掃除

警告

テンションボルト

スライドベース取付ナット

昇降機排出口

昇降機排出口
ユリヤネジ（Ｍ5）

満量センサコネクタ
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5-1　無洗米造りの精米装置としてご使用の場合

（1）　マルマスＢＸＰ－５Ｆ型は低コストで手軽な無洗米造りの設備とすることができます。マル
　　　 マス精米機の特長を生かし下記図の様に設置する事により乾式無洗米を得る事ができ
　　　 ます。炊飯する際には、無洗米モードによる炊き分けは必要なく従来の白米炊飯で炊き
　　　 上げる事ができます。

（2）　ＢＸＰ-５Ｆ型を無洗米造りの精米装置として御使用になられる場合は、下記の方法をお勧
　　　 め致します。

◎　ＢＸＰ－５Ｆ型　　+　　ＭＲＴ－３ＥＦ型　　+　　小米取機Ｖ－３型

ＢＸＰ－５Ｆ型での精米後は昇降機（ＭＲＴ－３ＥＦ型付属）にてＭＲＴ－３ＥＦ型の
精米タンクへ投入。ＭＲＴ－３ＥＦ型にて無洗米｢処理し、小米取機Ｖ－３型にて
砕米を取り除く。

※１番機としてBXP-5Ｆ型又はNXP-55EＦ型をご使用下さい。

（注意）
玄米からの歩留り８９％程度の仕上げですと、糠の臭みが残る場合があります。米
の品種・気象状況により搗精具合が変化しますので、出来るだけ玄米からの歩留り
８７～８８％程度を狙って仕上て下さい。

（ＢＸＰ－５Ｆ型+ＭＲＴ－３ＥＦ型+小米取機Ｖ－３型）

5.無洗米造りの精米装置として

ＢＸＰ－５F型

ＭＲＴ－３ＥF型

ＭＲＴ－３ＥF型付属昇降機

小米取機Ｖ－３型

米張込口
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6-1　石抜機の能率が低下したときは

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

（1）　掃除せずに長期にご使用しますと石抜機張込タンク・石抜機金網に米糠や玄米油が
　　　 固着し、米が流れなくなり石抜機の能率が著しく低下しますので、上図部を特に清掃
　　　 して下さるようお願い致します。

（2）　石抜機Ｖベルトが緩んでいないか確認して下さい。

（3）　冷蔵庫（保冷庫）で低温保管（１０度以下）されたお米をすぐに精米しますと上記と同じ
　　　 現象となりますので、冷蔵庫から出して１日程室温になじませて常温に戻してから精
　　　 米して下さい。
　　　 低温米をすぐ精米されます時には、外気温との温度差によりタンク・金網・落下口など
　　　 米の通路に水滴が溜まり玄米がスムーズに流れなくなりますので水滴をよく拭き取っ
　　　 てご使用下さい。

6.不調な時の原因と対策

警告

張込タンク（落ち口）

石抜金網表面

老化米・クズ米・半ツキ米などは
石抜機の能率が著しく低下します
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6-2　不調な時の原因と対策

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

精米に時間がかかる

石抜機の能率が低下し、張込に時間
がかかっている

石抜金網・張込タンク落ち口を清掃して
下さい

金網、ロール等が摩耗している 金網、ロール等を交換して下さい

ロールに糠が付着している
精米機本体を分解し、ロールを掃除して
下さい

精米機内に異物が混入している
精米機本体を分解して、異物を取り除い
て下さい

ベルトがゆるんでいる 各ベルトを張って下さい

カタカタと音がする プーリー類のセットボルトのゆるみ プーリーのセットボルトを締める

砕米が発生する

米の品種及び状態による場合 抵抗を「0」に戻し、もう一度調整

必要以上に白度を上げ過ぎる 抵抗を「0」に戻し、もう一度調整

米に胴割れが多い 抵抗を弱くして、二度搗きをする

取扱説明書通りに各部の掃除を行って
下さい

白度が上がらない
糠ハケが悪い

吸引ファン、吸引シュート、サイクロ
ン、精米機内に糠がつまっている

取扱説明書通りに各部の掃除を行って
下さい

金網、ロールに糠が付着している 各部を分解し、掃除をして下さい

金網、ロール等が摩耗している 金網、ロール等を交換して下さい

ベルトがゆるんでいる 各ベルトを張って下さい

ブレーカーが作動する

必要以上に白度を上げ過ぎる 抵抗を弱めにして下さい

ベルトがゆるんでいる 各ベルトを張って下さい

精米機内に異物が混入している 異物を取り除いて下さい

電源又は配線上で異常がある 電源及び配線を確認して下さい

吸引ファン、吸引シュート、サイクロ
ン、精米機内に糠がつまっている

精米機が作動しない

電源が入っていない 電源及び配線を確認して下さい

ブレーカー又はヒューズが切れてい
る

原因を取り除き、ブレーカーを入れる、
又はヒューズの交換をして下さい

6.不調な時の原因と対策

警告

状　　態 原　　因 対　　策
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6-2　不調な時の原因と対策

点検・掃除・作業を行う場合及び精米作業終了後は、必ず電源プラグを
コンセントより抜いて下さい。安全上支障をきたす場合があります。

交換して下さい

残米センサコネクタが外れている コネクタを差し込んで下さい

断線を起こしている 断線箇所を接続して下さい

スイッチを自動入にして下さい自動入/切スイッチが切になっている

石抜機の米の供給量が多過ぎる 張込シャッターを調節して下さい

石抜金網の目が塞がっている 石抜金網を清掃して下さい

機械の設置方法が間違っている 取扱説明書通りに設置して下さい

機械の設置場所に段差等がある

付着物を除去して下さい

残米センサが破損している

むら搗きになる

石が取れない

機械が振動する

自動停止しない

段差等がない安定した場所に設置して
下さい

残米センサに異物が付着している

主抵抗支杆、主抵抗板、万石の米排
出口などに糠が付着している

各部を掃除して、付着している糠を取り
除いて下さい

機械が水平でない 水平になるように調整して下さい

警告

状　　態 原　　因 対　　策

5.不調な時の原因と対策
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7-1　横張込台セット

（取付方法）

1）石抜側板前後に取り付けられている六角ボルト（Ｍ6　各３個）を外して下さい。

2）張込台セットフレームを外した六角ボルト（Ｍ6）で取り付けて下さい。

3）張込台セットフレームの切欠きに張込台のピンををはめ込んで下さい。

7.オプション

横張込台

張込台セットフレーム（左右）
六角ボルト（Ｍ6）六角ボルト（Ｍ6）
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● 表中の数値を目安に、部品の交換をお願い致します。
● 交換部品は、お買い上げの販売店へお問合せください。
● 交換作業は、お買い上げ販売店へお問合せください。

※1俵=60kg(30kg×2袋)です。交換目安換算の際にお役立てください。

イメージ

部品名 糠吸引ホース サイクロンホース 籾殻吸引ホース 糠　袋

部品番号 652-E03-00 652-E02-00 652-E04-01 652-711-01

交換の目安 180，000kg 180，000kg 60，000kg

（玄米） (約3000俵) (約3000俵) (約1000俵)

部品番号 167-150-12 167-103-17 167-225-16

イメージ

8.消耗部品

部品名 研米ロール 円筒 除糠網

（Φ100×450） （Φ75×900） （Φ38×1200）

(P=16)
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